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1972/08/11 Earth-grazing fireball



チェリャビンスク隕石
2013年2月15日3時20分26秒 (UTC) ロシア

落下の様子
https://www.youtube.com/watch?v=z85FsCb7vXE

溶融被膜 fusion crust

新鮮な部分



Allende
Fell in Feb. 8,1969 in Mexico

Carbonaceous Chondrite

CAI

chondrule

matrix





CAI(Calcium-Aluminium-rich Incluion)

スピネル(MgAl2O4)、ヒボナイト(MgAl12O19),
メリライト（ゲーレナイト[Ca2Al2SiO7]とオケルマナイト[Ca2MgSi2O7]の固溶体）
ペロブスカイト(CaTiO3)、ファッサイト（Al,Tiを含むCa輝石）
ディオプサイド(CaMgSi2O6)、アノーサイト(CaAl2Si2O7)、クロタイト(CaAl2O4)

Moissanite （SiC） C同位体
超新星爆発、AGB星

4567.2±0.7Myr (45.67億年) Pb-Pb年代測定 (Amelin+,2002)

原始太陽系星雲から最初に凝縮（結晶化）した物質

Matrix部

Murchison meteorite

76億年前のものが見つかる
Heck + 2020

Presolar grain （星間塵）

太陽系形成以前の銀河の形成
と進化について物質的な情報
を得ることができる



Meteoritical Bulletin Database



CY

Meteoritical Bulletin Database



a) Size: 12.5 X  9.5 X 9 cm.  b) Size 9.5 X 7 X9/5 cm. c) Size 5.2 X  4.1 X  4 cm.

Orgueil CI chondrite

Fell in May 14,1864 in France Gounelle & Zolensky (2014)



17.8km/s

Gounelle & Zolensky (2014)

q (AU): 0.86
Q (AU) : >5.2
i : 0.1 Gounelle + (2016)



Ringwood 1979

太陽大気組成

Orgueil の組成

揮発性元素を除いて
太陽大気組成と同じ

Orgueil は太陽系の
組成を代表している

有機物の存在

特異なXe同位体
超新星爆発に伴う
陽子捕獲過程や
中性子捕獲過程で生成

元素合成と恒星の進化
の情報を得ることができる



1ｇ：2,200,000円





クレジット：JAXA, 東京大, 高知大, 立教大, 名古屋大, 
千葉工大, 明治大, 会津大, 産総研

2014年12月3日 打ち上げ
クレジット：JAXA

クレジット：JAXA

2020年12月6日カプセル帰還

TD1
2019年2月22日

TD2
2019年7月11日

クレジット：JAXAクレジット：JAXA

C型小惑星と炭素質コンドラ
イトの関係を明らかにする



Tachibana+(2022)



リュウグウの成因

ご紹介できる予定だった。。。



太陽系が誕生した約46億年前に氷を含む天体ができた

誕生後500万年後、氷がとけた

ほかの天体が衝突して壊れ、その破片が集まり
リュウグウができた。

溶けた水の温度は37℃±10 ℃
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